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上海のロックダウン段階解除の計画



１．都市機能復旧ステップ

上海市の5月15日・16日の公式発表より。
⇒ 全16区の内15区が社会面ゼロコロナを実現（16日には全区で社会面ゼロコロナ達成）。
5月15日の新規感染者が、初めて1,000人以下（感染69例、無症状感染869例）を踏まえての対応。

● 社会面ゼロコロナとは
封鎖区域以外の感染者・無症状感染者をゼロにすること。
尚、封鎖区域と葉、集中隔離施設（方舱）と封鎖マンション（封管区）を指す。

① 第一段階（5月16日～5月21日）
新規感染の継続的な現象と、リバウンド阻止に重点を置くステップ。
予防区（防范区）に対しては、一定制限下での行動自由を付与。
⇒ 5月16日以降、予防区では、住民に対して通行許可を発行し、一定条件下の外出を認める動きが出ている。

② 第二段階（5月22日～5月31日）
常態化防疫管理への移行段階。封鎖区と管理区の更なる削減を実施。

③ 第三段階（6月1日～6月中旬・下旬）
全市の正常生産・生活秩序の全面回復段階。



２．管理方法

① 社会面の管理
封鎖区は封鎖し、外出禁止、個別サービスを実施。
管理区はマンションからの外出が禁止。マンション内の行動は自由なるも集合不可。
⇒ 以上は、従来同様。

封鎖管理区は、7日間感染者がなければ管理区に調整。
管理区は、3日間感染者がなければ、予防区に調整（従来の7日間を3日間に調整）。

② 予防・管理
疫病管理が必要な公共場所に出入りする場合、及び、公共交通機関を利用する場合は、
48時間以内のPCR検査の陰性証明が必要。
社区、園区、商場、売店、学校、駅などには、PCR検査ポイントを常設。
15分以内のPCR検査を実現。



③ 交通機関と都市交通
交通機関の再開計画は、以下の通り発表

１）5月16日～5月21日
巡回タクシー（注：政府の指示で巡回するタクシー）、自家用車に関しては、
金山、奉賢などの非中心都市部、及び、浦東新区の一部の鎮の域内の通行を認める。
徐匯区、黄浦区、閔行区、宝山区、及び浦東新区の関連街道は、暫定的に自動車電子通行証を以て通行する。
病院受診など緊急時の車両予約サービスを、引き続き提供する。
尚、5月16日以降、対外交通は、上海虹橋駅、上海駅の列車台数を増加し、徐々に、通常運航に戻していく。
航空面でも、上海関連の国内フライトを徐々に再開し、座席率も状況に合わせて調整する。

２）5月22日
5月22日より、公共バス、及び、地下鉄は条件付きで運行を再開。
オンライン配車は、社会自動車と同様の管理を実施。



３．商業施設の再開

5月16日より、以下の商業施設の再開を段階的に実施していくと公式発表。

① 商業施設
ショッピングセンター、百貨店、スーパーマーケット、コンビニ、薬局などの商店は、
段階的に現場営業（オフライン営業）を再開。
再開に際しては、出入口を区分、人数管理をした上で、「オンライン（線上）注文＆デリバリー」、
及び、「店内購入」の展開を認める。

② 農産物市場
卸売市場は、非接触取引を行い（小売りを暫定的に停止し）、入場者数を合理的に制限。
来場車両と運転手の疫病管理を厳格に行う。
野菜市場は集中調達を行い、現場販売を秩序もって（回転率・顧客人数管理を行った上で）再開。

③ 飲食店・美容関係
飲食店、美容関係などを段階的に回復。飲食店はオンライン予約＆デリバリー、美容関係店は時差サービスを実施。
商貿企業は、操業再開前に感染防止案を作成し、営業場所の消毒を行い、全面的に場所コード、
若しくは、デジタル哨兵（健康コード情報・身分証情報等を読み取る設備）を設置。



４．2022年5月18日段階の活動再開企業

① 工業企業
4月16日・第1次（666社）、4月28日・第2次（1,188社）
第3次対象会社数は確認できないが、5月13日の経済情報化委員会の発表では、
既に4,000社が再開しているとの発言有り。

② 配送企業（郵便・クーリエ）
5月7日・第1次（21社）、5月16日・第2次（7社）

③ 工事建設
5月7日・第1次（24社）、第2次（審査中）

④ 商貿企業
4月28日・第1次（142社）、第2次（562社）、第3次（820社公開予定）



③自己購買豪州和牛5Kg

②5月14日支給品

④自己購買ビール

⑤自己購買鮭



⑥料理

⑦外出証取得のための
アンケート


